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研究成果の概要（和文）：高頻度に喘息を合併する難治性副鼻腔炎は好酸球性副鼻腔炎と呼ばれている。副鼻腔
炎手術症例を好酸球副鼻腔炎（ECRS）と非好酸球性副鼻腔炎(nonECRS)に分けて比較したところ、nonECRS群にく
らべECRS群で、篩骨洞粘膜中の総IgE、スギ花粉とカンジダに対する特異的IgE産生の有意な亢進を認めた。黄ブ
菌エンテロトキシンA,　Bやアスペルギルスに対する特異的IgEもECRSで多かったが有意差は無かった。免疫組織
化学によるIgE陽性細胞の検討でも以上を支持する結果であった。また、濾胞樹状細胞を認め炎症性リンパ濾胞
を形成する症例も認められ局所での特異的IgE産生に関与していると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Intractable chronic rhinosinusitis often complicated with multiple polyposis
 and asthma is named eosinophilic rhinosinusitis.  Our operation cases were classified into two 
groups such as eosinophilic chronic rhinosinusitis (ECRS) and non-eosinophilic one (nonECRS) and 
compared topical total and specific IgE levels in ethmoid mucosa between these two groups.  In ECRS,
 the topical total and specific IgE to cedar pollen and candida were significantly increased than in
 nonECRS.  The topical specific IgE to enterotoxin A, B (Staphylococcus aureus) and aspergillus were
 also increased in ECRS than in nonECRS, which difference was not significant.  The distribution of 
IgE-positive mononuclear cells in ethmoid mucosa was found to support the results of IgE-level 
analysis, histologically.  Follicular dendritic cells were occasionally identified to form 
inflammatory lymphoid follicles in ethmoid mucosa and supposed to involved in topically producing 
total and/or specific IgE.

研究分野： Otolaryngology
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１．研究開始当初の背景 
鼻茸、副鼻腔粘膜への好酸球浸潤が著しく
さらに喘息合併の多い難治性・易再発性副鼻
腔炎は好酸球性副鼻腔炎（ECRS）と呼ばれ
臨床的にも病態論的にも問題となっている。
現在難病指定もされている。Ⅰ型アレルギー
の関与は深くないと考えられ、一方で喘息の
合併が約 70％でありその大半は成人発症の
非アトピー型喘息である。アスピリン喘息も
この中に含まれる。頻度は喘息より低いが好
酸球性中耳炎の合併も認められる。最近にな
って、診断基準が JESREC Studyを経て提
案された。病態については、菌体エンテロト
キシンのスーパー抗原説やカビの関与など
が提唱されているが不明である。 
 
２．研究の目的 
 アレルギー性鼻炎の関与は深くなく血中
IgE 値も様々である一方で、抗 IgE 抗体
（omalizumab）の投与が ECRSの治療にも
有効であったとの報告がある。ECRSの IgE
局所増多も示唆されている。今回、我々の施
設での副鼻腔手術施行例を対象に局所（篩骨
洞粘膜）IgE抗体の産生について検討した。 
 
３．研究の方法 
手術中に採取した下鼻甲介、篩骨洞粘膜を
使用した。採取した組織を急速冷凍、ホモジ
ナイズし、上清中の総・特異的 IgE を測定し
た。JESRECstudy に基づき ECRSと非(non) CRS
に分類して比較検討を行った。同時に免疫組
織化学的方法で、局所の IgE 抗体陽性細胞の
有無や濾胞樹状細胞の分布についても検討
した。 
 
４．研究成果 
局所 IgE 量は、単位重量当たり、下甲介粘
膜に比べ篩骨洞粘膜の方が有意に多く、かつ
non-ECRS 群くらべ ECRS 群で有意に総・特異
的（スギ花粉、カンジダに対する特異的抗体）
IgE 増加を認めた。以上のことは免疫染色結
果からも支持された。また、濾胞樹状細胞の
分布も確認でき濾胞形成に至る例もあった。
これは局所粘膜のリンパ濾胞において抗体
産生の可能性示すものであり、篩骨洞局所粘
膜における総・特異的 IgE 増加に濾胞樹状細
胞が関与していることが示唆された。 
ECRS は両側性篩骨洞を中心とした多発性
の鼻茸を有する好酸球性炎症である。今回の
検討で、下鼻甲介粘膜や末梢血中のレベルと
比べても、吸入抗原に対する特異的な抗体産
生能が極めて高いことが判明した。これは、
ECRS の病態解明に重要な知見であると考え
られる。今後は、今回手掛かりを得た粘膜局
所でのリンパ濾胞形成との関連を中心にさ
らに検討をすすめたい。 
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